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第14回熊野川の総合的な治水対策協議会

猿谷ダムの運用改善の対応状況について

国土交通省 近畿地方整備局

紀の川ダム統合管理事務所

平成29年 11月22日

ダムの運用改善 資料４－２



2

目 次

１．試行運用の内容

２．平成29年度の出水状況と貯水池運用状況
３．情報伝達の改善に関する取り組み状況



3

１．試行運用の内容

事前放流操作における目標水位

（注）426mは、クレスト頂
425.5mに最低限の放流能
力を考慮して設定。

436m
常時満水位

430m

426m

かんがい期

出水期

6/1 6/15 7/1 7/15 8/1 8/15 9/1 9/15 10/1 10/15 11/1 11/15

事前放流の目標水位管理目標水位

425.5m
クレスト頂

試行運用期間は、これまで大きな洪水が発生している、9月1日から10月31日とし、
利水への影響の無い範囲で目標水位を設定する。
■管理目標水位
9月1日から9月15日の間については、426mを管理目標水位として運用することで

空き容量を確保する。なお、8月においては、9月1日に426mに擦り付けるため、水
位低下を図るように運用する。
■事前放流の目標水位
9月16日から10月31日の間については、洪水量1,000m3/sを超える洪水が予想さ

れる場合、426mを目標に事前放流を行うことで、空き容量を確保する。

１.１ 試行運用期間と目標水位
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１．試行運用の内容

試行運用での操作

426.0m

洪水量 1,000m3/s

洪水初期にため込み

水位上昇

ゲート全開（自由越流）

放流量

流入量

貯水位

洪水ピークに達した後は、一定量放流を基本とする

・洪水時（流入量が1,000m3/s以上
の時）にはクレストゲート全開によ
る自由越流（フリーフロー）により
放流量の低減を行うものとする。

・全開放流後、流入量がピークに
達した後は、残容量を確認の上、
ピーク流入量時点の放流量による
一定量放流を行う。

・なお、この操作では、昭和32年の
ダム完成後最大の洪水であった
昭和34年9月洪水（伊勢湾台風）
において、確保された空き容量を
概ね使いきることになる。

１.２ 放流量低減操作の方法
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２．平成29年度の出水状況と貯水池運用状況（猿谷ダム）

・今年度の出水では、10月の台風21号で総雨量が531.5mm、流入量が1,000㎥/s
を超える洪水が発生した。試行運用操作により、ダム放流量を流入量に対して約
50㎥/s低減させた。
・試行運用期間中に発生した9月の台風18号では、総雨量59.5mm、ピーク流入量
は263㎥/sであった。また、10月の台風22号では、総雨量91.8mm、ピーク流入量は
221㎥/sであった。

２.１ 平成29年度の出水状況
雨
量
(m
m
/
h
r)

試行運用期間（9/1～10/31）

流
量
(m
3
/
s)

クレストゲート敷高 425.5m

常時満水位 436m

貯
水
位
(m
)

10/31現在

9月1日 目標426mに向けて
貯水位低下

台風5号
最大流入量：484m3/s

台風18号
最大流入量：263m3/s

台風21号
最大流入量：1,311m3/s

台風22号
最大流入量：221m3/s

低気圧
最大流入量：246m3/s
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２．平成29年度の出水状況と貯水池運用状況（猿谷ダム）

秋雨前線及び台風２１号における猿谷ダムの操作

２.２ 台風21号における出水対応
時
間
雨
量
(m
m
)

累
加
雨
量
(m
m
)

※本資料の数値等は速報値であるため、
今後の調査で変わる可能性があります。

流入量 最大約１，３００m3/s

ゲート操作開始
２０時５分

ダム流下量 最大約１，２５０m3/s

ダムから下流に流す量を
約５０m3/s低減

１０／２０ １０／２２ １０／２３１０／２１

流
量
（
m

3/
s）

ダムで約４４０万m3を貯留
（京セラドーム約４杯分）

・21日朝より前線による降雨があったため、台風本体の降雨の前に流入量が増加してきた
ため、21日20時5分よりダム放流を開始した。
・前線及び台風の降雨により、ダムへ流入してきた約４４０万㎥の洪水をダムへ貯留した。
・流入量がピークに達した以降は、残容量を確認の上、ピーク流入量時点の放流量による
一定量放流を行い約50㎥/s放流量を低減させた。



３．情報伝達の改善に関する取り組み状況について

３.１ 平成26年度から実施している猿谷ダム防災情報発信の取り組み

（猿谷ダムクレストゲート放流時に情報板を利用した情報発信）

・猿谷ダムの放流量を表示する情報板・回転灯の設置を実施

・情報提供時間は、クレストゲート放流時からクレストゲート放流終了まで情報提供

情報板（放流量表示型）・回転灯を利用した情報発信
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猿谷地区
情報板

辻堂地区
情報板

（五條市大塔支所前に設置済）

平成24年7月より、ケーブ

ルテレビを経由して、ダム

流域での降雨量や貯水位、

流入・放流量等の情報を

発信している。

（新猿谷トンネルの入り口に設置済）

《 回転灯の表示 》

・3個点灯で1000m3/s以

上の放流

・2個点灯で500m3/s以上

1000m3/s未満の放流

・1個点灯で500m3/s未満

の放流

放流時点灯状況

（元保育所内に設置済）

回転灯

回転灯

表示板

支柱辻堂地区
回転灯
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３．情報伝達の改善に関する取り組み状況について

３.２ 平成26年度から実施している情報提供
・平成26年4月よりダムの貯水位・放流量・流入量の情報について、当事務所
のホームページに表示している。

①

②

③

① ダムのリアルタイム情報を確認できます。

② 「川の防災情報」のダム情報にリンクします。

③ 「川の防災情報」のダム情報にリンクします（携帯版）。

④

④ライブカメラの映像を確認できます。 ※静止画５分更新




